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新しい「健康運動指  
誕生します  

～健康日本2い健康フロンティア戦略・医療制度改革の担い手として～  
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今後の健康運動指導士の在り方  

「健康運動指導士」は、「健康自軍21」、「健康フロンティア戦略」、「医療制度改革」の  
中心課題である、「生活習慣病予防」「介護予防」の一翼を担います。  

＜医療制度構造改革試案＞  

生活習慣病の予防の徹底  

ヽ軒  

＜政策目標＞   

生活習慣病患者・予備群を  
25％減少させる  

（2008年度と比べての2015年度の到達目標）  

＜健康日本21・健康フロンティア戦略＞  

生活習慣病  介護予防の  

対策の推進  推進  

PFZ Y■  

健康寿命の延伸  
10年間で2年程度   

（2005年と比べての2014年の到達目標）  

内臓脂肪症候群（メタポリツウシンドローム）の概念に着目し、糖尿病等の  
有病者・予備群の減少に向け、本格的な生活習慣病予防対策を推進  
○運動、食生活、喫煙面での生活習慣改善に向けた国民運動を展開  
○医療保険者に効果的・効率的な健診・保健指導を義務付け  

「1に運動 2に食事 しっかり禁煙 最後にクスリ」  確実な行動変容  

健康な生活習慣を身に付ける達成感・爽快感  
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新しい「健康運動指導士」 5つのポイント   

平成17年7月、当財団では、有識者や体育系大学、フィットネス産業界等の関係者による検  
討会を立ち上げて精力的な御検討をいただき、この度、報告書を取りまとめていただきました。   

検討の結果、．健康運動指導士を、ハイリスク者も対象とした安全で効果的な運動指導を行  
える専門家を目指す上でまず取得すべき標準的な資格と位置付け、新しい「健康運動指導士」  

を生み出す基本的な方向惟が示されました。  

「健康運動指導士」は運動指導を担う専門家として、平成19年度、生まれ変わります。  

血ヵリキュラムを充実準化します！  
～生活習慣病予防・介護予防を充実・強化し、さらに健康づくりの現場実習を導入～  

○健康運動指導士の養成講習会の単位数を、現行96単位（144   

時間）から120単位く180時間）に拡充します。   
※医学的基礎知識の強化、行動変容技法、健診結果に基づく  

運動指導など  

○養成校で資格を取得しようとする学生には、フィットネス産   
業等の現場施設での実習（概ね7日間）を義持化します。  

○資格更新時講習も、実習を組み合わせたものとします。  

（現行）  

96単位  

（18年度）  （19年度～）  

浄 99単位  努120単位  

由一養成校制度を創設  す！  

～4年制体育系大学から多くの指導士が誕生～  

04年制体育系大学等を、健康運動指導士の養成校に認定します。  

○養成校で必要単位を修了した学生は、講習が免除されます   

（試験に合格して卒業すれば資格が取得できます）。  

講習単位  

120単位  
沙養成校の学生は諷 講習免除  
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血頒嘩肝・層理栄泰蟹等位曝講習会の一部科目牽嫡痩  
～資格保持者等には大幅に科目を免除～  

○保健師、管理栄養士、4年制体育系大学の卒業生、健康運動実践指導者は、講習の科目が大幅に免除されるため、健   
康運動指導士の資格がとりやすくなります。  

健康運動実践指導者  

（実務植験1年以上）  

40単位  

4年制体育系  
大学既卒者  

44単位  

保健師・  

沙免除後．妙 管理栄養士  
69単位  

＜科白免除＞  講習単位  

（H19年度以降）120単位  

～現在活躍中の方にも門戸を開放～  

05年以上、健康づくりのための運動の指導権験を有する方などに受験資格を付与します（5年間（H19～H23）の限   
定措置です。ただし、講習会の一部科目を受講していただきます。）  

健康管理概論、  

生活習慣病  沙   

24単位  

4年制体育系  体育系短期大学   

大学卒で  又は専修学校卒で 妙  
実務経験2年以上 実務経験3年以上  

＜対象者＞  
実務経験  

5年以上  

～生涯教育を通じた健康運動指導士のレベルアップ～  

○資格更新時講習を強化し、   
①指導士に共通の課題に対応するための「基礎講座」   

②活動領域別の専門性を習得するための「専門講座」   

の2本立てとします。  

共通の健康づくりを巡る課題に  
対応すべく統一した内容で実施  

基礎講座  

（必須）   

＋  
専門琴座  

（選択） 

選択料召とレて活動領域に応じた  
専門畠  座を設定  

○フィットネス  

○児童  など   
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（参考）  

健康運動指導士・健康運動実践指導者の現状について  

○当財団では、生涯を通じた国民の健康づくりに寄与するため、厚生労働大臣の認定事業として、   
昭和63年から「健康運勤指導士」、平成元年から「健康運動実践指導者」の養成事業を行ってき   
ました。  

○認定制度は平成17年度をもって廃止されましたが、18年度以降は、当財団独自の事業として継   
続し、国民の期待に応える運動指導の専門家を育成していきます。  

■健康運動実践指導者の活動状況（平成18年4月1日現在）  ■健康運動指導士の活動状況（平成18年4月1日現在）  

健康増進センター  
保健所  

保健センター等   
1．727人   

その他  
（学生を含む）  

2．760人  

アスレチッククラブ  
フィットネスクラブ等  

2，361人  

全国 20，097人  

●健康運動実践指導者とは…   

健康づくりを目的に作成された運動プログラムに基づき、   
運動の実践指導を行う壱  

全国10，857人  

●健康運動指導士とは…   

個々人の心身の状態に応じた、安全で効果的な運動を実   
施するための運動プログラムの作成及び指導を行う者  

●資格取得   

・養成講習会96単位（144時間）受講＋試演  
●資格取得   

・養成講習会33単位（49．5時間）受講＋試験   
・養成校（118校）卒業（見込み）＋試験  
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